
第１章 大阪府医療計画について 第４節 第７次計画の基本的方向性 

 

 
４．PDCA サイクルに基づく計画推進 

○地域の医療機能の適切な分化・連携を進め、切れ目ない医療が受けられる効率的で質の高い

医療提供体制を構築するためには、計画における政策循環（PDCAサイクル）の仕組みを一

層強化することが重要となります。 

 

○PDCAサイクルに基づき計画を推進するためには、「施策及び事業の実績」に加えて、「地域

住民の健康状態や患者の状態」、「地域の医療のサービスの状況」にどのような効果や変化を

もたらしたかについて評価することが必要です。 

 

○そのため、第７次計画では、各疾病事業において、６年後のめざす姿（C：地域住民の健康

状態や患者の状態等)を目的に、目標（B：地域の医療のサービスの状況等)を設定し、毎年度、

取組（A：施策及び事業）について、具体的に効果検証を行っていきます。 

 

 

 

○計画の円滑な推進を図るために「大阪府医療審議会」において、計画の評価・検証・進捗管

理を行います。また、二次医療圏においても、圏域の個別施策について毎年度、「大阪府保健

医療協議会」等において評価・検証・進捗管理を行います。 

 

○なお、計画の中間年となる2020年に中間評価を、最終年となる2023年に総括的評価を

行う予定です。 

 

 

図表 1-4-4 施策・指標マップ 
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